
新型インフルエンザ対策 

～備えあれば 憂いなし! !～ 

 
目 的 ●自分が持っているウィルス・細菌を、他人に感染させない。 

     ●他の患者さんからの感染を予防する。 

 

種 類 ①サージカルマスク  

（患者さんが使用する場合） 

体外へ排出される微生物を含む粒子が 

大気中に拡がるのを防ぐ。 

（患者さん以外が使用する場合） 

他からの感染を予防するために 

使用する。 

透過性を低くする工夫等 

で、N95 マスクの機能に近づく。 

②Ｎ９５マスク 

微生物や細菌を含む外気から, マスクを装着する 

ヒトを守るために使用顔面とマスクの隙間から入ら 

ないよう顔面に密着するように設計されており、医 

療機関等で感染を予防するために使用する。 

◇ポイント◇ 
①顔面とマスクの隙間を少なくする。 
②口や鼻を大きく覆う。 
③ガーゼ等をあてて透過性を低くする。 

「咳エチケット」を守りましょう 
●熱・咳、くしゃみなどの症状があるときはマスク

を着用し、感染防止につとめる。 
●咳をしている人にマスクの着用を促す。 
●咳・くしゃみの際はﾃィｯｼｭなどで口と鼻を押さ 

え、他の人から顔をそむけ１ｍ以上離れる。 
●鼻水、痰などを含んだ、使用後のﾃｲｯｼｭは蓋 

つきのゴミ箱に捨てる。 
●外出後のうがいや手洗いを日常的に行う。 

①サージカルマスクの着用方法

サージカルマスク 

～マスクの知識～ 

Ｎ９５マスク 
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②Ｎ９５マスクの着用方法
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口ばしタイプ 
 

ａ 

ｄ 

ｃ 

カップタイプ 


